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名
探
偵
・
金
田
一
耕
助
論

‒

由
利
先
生
と
の
比
較‒

木　

村　

由　

花

は
じ
め
に

　

本
稿
は
横
溝
正
史
（
一
九
一
〇
年
〜
八
一
年
）
の
い
わ
ゆ
る
名
探
偵
金
田
一
耕

助
と
そ
の
シ
リ
ー
ズ
作
品
の
魅
力
と
は
一
体
何
な
の
か
、
ま
た
金
田
一
物
が
ど
の

よ
う
に
し
て
成
立
し
て
い
る
の
か
を
、
後
に
金
田
一
物
へ
と
翻
案
さ
れ
た
由
利
先

生
物
で
あ
る
『
夜
光
怪
人
』（
一
九
四
九
年
五
月
〜
五
〇
年
五
月
）
を
対
象
と
し

て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
横
溝
探
偵
小
説
の
系
譜
に
お
い
て
、

由
利
先
生
シ
リ
ー
ズ
が
金
田
一
シ
リ
ー
ズ
成
立
の
前
段
階
作
品
で
あ
る
と
推
定

し
、
由
利
先
生
物
の
中
の
あ
る
作
品
が
主
人
公
を
金
田
一
と
変
更
す
れ
ば
そ
の
ま

ま
金
田
一
物
と
し
て
成
立
す
る
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

一　

由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』
と
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』

　

由
利
先
生
と
い
う
探
偵
の
登
場
時
期
は
金
田
一
耕
助
よ
り
も
早
く
、
初
登
場
作

の
『
石
膏
美
人
』
は
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
五
月(

講
談
社
『
講
談
倶
楽
部
』)

に
発
表
さ
れ
た
。
つ
ま
り
戦
前
か
ら
の
横
溝
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
横
溝
現
代
ミ

ス
テ
リ
ー
の
探
偵
役
と
い
え
ば
由
利
先
生
で
あ
り
、
金
田
一
の
方
こ
そ
第
二
の

名
探
偵
な
の
で
あ
る
。
由
利
先
生
は
本
名
由
利
麟
太
郎
と
言
い
、
明
治
二
十
六

（
一
九
〇
一
）
年
生
ま
れ
の
白
髪
紳
士
で
、
元
警
視
庁
の
名
捜
査
課
長
と
い
う
経

歴
を
持
つ
人
物
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
突
然
政
治
的
圧
力
に
よ
っ
て
失
脚
し
、
以
来

三
年
間
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
。『
石
膏
美
人
』
は
行
方
不
明
後
、
三
年
ぶ
り

に
姿
を
現
し
た
由
利
先
生
が
最
初
に
解
決
し
た
事
件
を
扱
う
（
注
１
）。

　

由
利
先
生
物
の
『
夜
光
怪
人
』
は
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
五
月
か
ら
翌

年
五
月
ま
で
（
間
に
二
ヶ
月
の
空
白
が
あ
る
が
）
雑
誌
『
少
年
少
女
譚
海
』
に
連

載
さ
れ
た
。
そ
れ
を
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
に
山
村
正
夫
が
改
稿
し
、
金

田
一
耕
助
を
探
偵
役
と
す
る
『
夜
光
怪
人
』
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
発
表
し

た
（
注
２
）。「
由
利
先
生
」
が
「
金
田
一
探
偵
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
作
品
に
ど
の

よ
う
な
変
化
や
不
都
合
・
不
自
然
が
生
じ
た
の
か
。
こ
の
検
討
を
通
し
て
金
田
一

耕
助
と
い
う
人
物
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
よ
う
。

　

由
利
先
生
物
は
現
在
容
易
に
入
手
で
き
な
い
状
態
の
た
め
、
由
利
先
生
版
『
夜

光
怪
人
』
の
あ
ら
す
じ
を
記
し
て
お
く
。
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『
夜
光
怪
人
』
は
御
子
柴
進
少
年
が
主
人
公
と
な
る
児
童
向
け
の
長
期
連

載
ミ
ス
テ
リ
ー
で
あ
る
。
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
「
夜
光
怪
人
」
に
御
子
柴

少
年
が
遭
遇
し
、
そ
こ
で
夜
光
怪
人
が
「
人
魚
の
涙
」
と
い
う
真
珠
を
盗
む

つ
も
り
だ
と
判
明
し
た
こ
と
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。
御
子
柴
少
年
は
新
聞
記

者
・
三
津
木
俊
助
と
私
立
探
偵
・
黒
木
と
共
に
真
珠
の
警
護
に
当
た
る
が
、

ま
ん
ま
と
真
珠
は
盗
ま
れ
、
三
人
は
最
初
の
敗
北
を
味
わ
う
。
そ
し
て
次
の

戦
場
で
あ
る
華
族
・
古
宮
家
主
催
の
仮
面
舞
踏
会
で
も
ま
た
夜
光
怪
人
に
出

し
抜
か
れ
、
古
宮
家
の
珠
子
嬢
を
誘
拐
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
夜
光
怪
人

に
殺
さ
れ
た
一
柳
博
士
と
い
う
人
物
の
娘
で
あ
る
藤
子
が
戦
い
に
加
わ
る
。

藤
子
は
、
一
柳
博
士
が
発
見
し
た
海
賊
の
宝
物
を
狙
う
夜
光
怪
人
に
父
を
殺

さ
れ
、
弟
を
人
質
に
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
藤
子
は
復
讐
を
誓
っ
て
一

人
で
夜
光
怪
人
を
追
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
名
探
偵
・
由

利
麟
太
郎
先
生
で
あ
る
。
由
利
先
生
は
話
を
聞
い
た
だ
け
で
夜
光
怪
人
の
正

体
は
黒
木
探
偵
で
あ
る
と
推
理
し
、
夜
光
怪
人
の
隠
れ
家
を
突
き
止
め
、
黒

木
探
偵
を
追
い
詰
め
た
が
、
実
は
替
え
玉
だ
っ
た
彼
を
真
犯
人
に
殺
さ
れ
、

取
り
逃
が
し
て
し
ま
う
。

　

そ
し
て
決
戦
は
獄
門
島
の
隣
島
、龍
神
島
で
行
わ
れ
る
。夜
光
怪
人
を
追
っ

て
龍
神
島
に
入
っ
た
由
利
先
生
一
行
は
地
元
の
海
賊
の
首
領
と
撃
ち
合
っ
て

共
倒
れ
し
た
夜
光
怪
人
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
正
体
は
被
害
者
と
思
わ
れ
て

い
た
「
人
魚
の
涙
」
の
持
主
、
小
田
切
準
造
だ
っ
た
。
そ
し
て
宝
物
は
亡
く

な
っ
た
一
柳
博
士
の
遺
志
を
継
い
で
貧
し
い
人
々
の
役
に
立
て
る
と
、
藤
子

が
宣
言
し
て
物
語
の
幕
は
閉
じ
る
。　
　
　
　
（
由
利
先
生
版『
夜
光
怪
人
』）

　

こ
の
話
の
探
偵
役
を
「
由
利
先
生
」
か
ら
「
金
田
一
耕
助
」
に
変
え
た
の
が
山

村
に
よ
る
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
で
あ
り
、
両
作
品
は
話
の
筋
や
台
詞
な
ど
に

関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
え
る
。
例
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
御
子
柴
進
君
と
い
う
の
は
こ
の
春
、
新
制
中
学
の
三
年
生
に
な
つ
た
ば
か

り
の
少
年
で
す
」（
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）（
注
３
）
↓
「
御
子
柴
進
は
こ

の
春
、中
学
の
三
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
少
年
で
あ
る
」（
金
田
一
版
『
夜

行
怪
人
』）（
注
４
）

「
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
ジ
ミ
ー
小
島
が
も
ん
ど
り
う
つ
て
、
地
面
に
落
ち
て
き
た

の
で
す
。
見
れ
ば
そ
の
胸
に
は
グ
サ
ツ
ト
一
本
の
短
刀
が
。
…
…
」（
由

利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）
↓
「
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
ジ
ミ
ー
小
島
が
も
ん
ど
り

う
っ
て
、
地
面
に
落
ち
て
き
た
の
だ
。
見
れ
ば
そ
の
胸
に
は
一
本
の
短
刀
が

…
…
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
田
一
版『
夜
行
怪
人
』）

「
お
ゝ
、
な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
。
覆
面
の
首
領
と
い
う
の
は
、
東
京

で
殺
さ
れ
た
と
ば
か
り
思
わ
れ
て
い
た
小
田
切
準
造
翁
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」（
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）
↓
「
あ
あ
、な
ん
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ふ
く
め
ん
の
首
領
と
い
う
の
は
、
東
京
で
殺
さ
れ
た
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

小
田
切
準
造
老
人
で
は
な
い
か
」　　
　
　
　
　
（
金
田
一
版
『
夜
行
怪
人
』）

　

し
か
し
な
が
ら
、
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』
と
山
村
正
夫
の
金
田
一
版
『
夜

光
怪
人
』
は
細
か
な
と
こ
ろ
で
差
違
が
生
じ
て
い
る
。
ま
ず
右
の
引
用
で
も
分
か

る
よ
う
に
、全
体
の
語
り
が
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』
は
「
で
す
ま
す
調
」
で
、

金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
の
方
は
「
で
あ
る
調
」
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は

（
横
溝
作
品
は
「
で
あ
る
調
」
の
方
が
多
い
の
だ
が
）、
由
利
先
生
物
は
児
童
向
け
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作
品
の
た
め
「
で
す
ま
す
調
」
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
は
各
章
に
付
け
ら
れ
た
小
題
で
あ
る
。
由
利
先
生

版
『
夜
光
怪
人
』
は
雑
誌
の
連
載
作
な
の
で
小
題
は
各
回
の
見
出
し
だ
っ
た
が
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
細
か
く
変
更
し
て
い
る
。
同
一
題
は
省
略
し
、
漢
字
か

ら
平
仮
名
へ
の
変
更
、
ま
た
は
旧
漢
字
の
変
換
な
ど
単
純
な
文
字
変
換
以
外
の
変

化
が
見
ら
れ
る
小
題
の
み
を
一
覧
表
と
し
て
次
に
示
す
。

　

右
の
い
く
つ
か
は
子
供
に
は
分
か
り
に
く
い
単
語
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
第
十
七
章
の
「
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
」
↓
「
麻
酔
薬
」
は
専
門
的
な
薬

品
名
を
子
供
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の
配
慮
と
、
本
文
中
の
「
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル

ム
」
と
い
う
単
語
が
何
を
意
味
す
る
の
か
子
供
に
気
付
か
せ
る
た
め
に
小
題
を
変

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
十
一
章
の
「
大
曲
芸
」
↓
「
は
な
れ
わ
ざ
」、
第

四
十
四
章
「
地
底
の
大
宝
窟
」
↓
「
地
底
の
大
宝
庫
」
も
同
じ
意
図
に
よ
る
書
き

換
え
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
表
中
の
太
字
表
記
の
小
題
に
関
し
て
は
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
に
変
化
が

見
ら
れ
る
。
第
一
章
は
、
冒
頭
に
記
述
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
夜
光
怪
人
目
撃
談
の

う
ち
、
隅
田
川
で
の
船
頭
の
体
験
談
を
章
の
象
徴
と
し
て
い
る
点
で
両
章
は
同
じ

だ
が
、
由
利
先
生
版
で
は
出
来
事
（「
怪
」）
に
注
目
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
金

田
一
版
で
は
「
怪
人
」
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
第
一
章
か
ら
「
夜
光
怪
人
」
と

23 22 21 17 12 ８ ３ １ 章

嘆
き
の
古
宮
氏

哀
れ
な
人
質

大
曲
芸

ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム

と
ゞ
ろ
く
呼
笛

ト
ラ
ン
ク
の
怪

少
女
と
怪
獣

隅
田
川
の
怪

由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』（
全
44
章
）

（
昭
和
二
十
四
〜
二
十
五
年
）

古
宮
家
の
な
げ
き

哀
れ
人
質

は
な
れ
わ
ざ

麻
酔
薬

追
わ
れ
る
怪
人

ト
ラ
ン
ク
の
物
音

夜
光
る
イ
ヌ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
怪
人

金
田
一
版『
夜
光
怪
人
』（
全
44
章
）

　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
三
年
）

44 42 40 38 31 28

地
底
の
大
宝
窟

龍
神
島
の
血
戦

床
の
血
溜
り

蘭
堂
い
ず
こ

飛
來
の
短
剣

由
利
先
生
登
場

地
底
の
大
宝
庫

龍
神
島
の
撃
ち
合
い

血
ぞ
め
の
短
刀

変
装
の
名
人

飛
ん
で
き
た
短
剣

金
田
一
耕
助
登
場
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い
う
呼
び
名
は
登
場
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
怪

人
」
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
更
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』
の
第
三
十
八
章
タ
イ
ト
ル
「
蘭
堂
ゐ
ず
こ
」
は
、

こ
の
章
の
末
尾
が
「
大
江
蘭
堂
は
い
ま
い
ず
こ
。」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
付

け
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
が
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』

に
忠
実
に
従
お
う
と
す
る
な
ら
ば
小
題
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
も
よ
い
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
山
村
は
、
蘭
堂
が
小
題
通
り
の
「
変
装
の
名
人
」
で
あ
る
と

強
調
す
る
こ
と
で
蘭
堂
が
い
か
に
手
強
い
敵
で
あ
る
か
を
読
者
に
念
押
し
し
、
さ

ら
に
第
四
十
章
の
「
血
ぞ
め
の
短
刀
」
で
現
場
に
残
さ
れ
た
血
ま
み
れ
の
凶
器
を

強
調
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
殺
人
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
せ
自
分
を
被
害
者
に
仕
立

て
上
げ
て
密
か
に
身
を
隠
し
た
蘭
堂
の
巧
妙
さ
に
読
者
の
注
意
を
引
き
付
け
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
山
村
は
「
金
田
一
が
蘭
堂
に
出
し
抜
か
れ
た
の
は
や
む

を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
」
と
読
者
に
訴
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

金
田
一
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
頼
り
な
い
」
と
い
う
性
質
が
し
ば
し
ば
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
探
偵
小
説
と
し
て
起
こ
る
べ
き
殺
人
が
、
金
田
一
が
「
頼
り

な
い
」こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
金
田
一
の「
頼

り
な
さ
」
は
事
件
を
よ
り
面
白
く
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、

金
田
一
が
事
件
関
係
者
及
び
読
者
か
ら
「
悲
劇
を
防
ぎ
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

れ
を
成
し
得
な
か
っ
た
人
物
」
と
し
て
非
難
さ
れ
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
第
三
十
八
章
、
第
四
十
章
に
お
け
る
山
村
の
小
題
変
更
の
ね
ら
い
は
、
由
利

先
生
と
金
田
一
の
探
偵
と
し
て
の
印
象
の
落
差
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
悪

党
・
大
江
蘭
堂
に
出
し
抜
か
れ
た
金
田
一
探
偵
の
失
敗
を
露
骨
に
表
す
こ
と
を
避

け
、
金
田
一
に
対
す
る
非
難
の
声
を
抑
え
る
こ
と
で
、
読
者
に
金
田
一
版
『
夜
光

怪
人
』
は
金
田
一
が
一
方
的
に
振
り
回
さ
れ
る
だ
け
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
印
象

を
与
え
ず
、
狡
賢
い
大
悪
党
と
名
探
偵
と
の
知
恵
比
べ
と
い
う
由
利
先
生
版
『
夜

光
怪
人
』
の
雰
囲
気
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

二
つ
の
『
夜
光
怪
人
』
か
ら
読
み
取
れ
る
金
田
一
耕
助
像

　

さ
ら
に
二
つ
の
『
夜
光
怪
人
』
に
お
け
る
文
章
そ
の
も
の
を
細
か
く
比
較
し
て

み
よ
う
。『
夜
光
怪
人
』
は
、
由
利
先
生
版
と
金
田
一
版
で
は
固
有
名
詞
以
外
に

ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
由
利
先
生
及
び
金
田
一
登
場
の
場
面
の
例
を
挙

げ
よ
う
。

「
由
利
先
生
は
に
つ
こ
り
笑
う
と
、「
は
つ
は
つ
は
、
怪
少
年
は
よ
か
つ
た
ね
。

お
い
、怪
少
年
、こ
つ
ち
へ
出
て
き
た
ま
え
」」（
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）

↓「
金
田
一
耕
助
は
に
っ
こ
り
笑
う
と
、「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
、怪
少
年
は
よ
か
っ

た
ね
。
お
い
、
怪
少
年
、
こ
っ
ち
へ
で
て
き
た
ま
え
」」（
金
田
一
版
『
夜
光

怪
人
』）

「
ふ
む
、
そ
の
こ
と
だ
が
ね
。
実
は
…
…
あ
ゝ
、
ち
ょ
う
ど
い
ゝ
と
こ
ろ
へ

や
つ
て
き
た
。
紹
介
し
て
お
こ
う
」（
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）
↓
「
フ

ム
、
そ
の
こ
と
だ
が
ね
。
実
は
…
…
あ
あ
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
へ
や
っ

て
き
た
。
紹
介
し
よ
う
」（
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』）

　

こ
の
よ
う
に
、
仮
名
遣
い
の
相
違
く
ら
い
し
か
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
行
動
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
由
利
先
生
は
懐
中
電
灯
で
足
下
を
て
ら
し
な
が
ら
、
一
歩
ゝ
ゝ
、
注
意
ぶ

か
く
、階
段
を
お
り
て
い
き
ま
す
。」（
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）
↓
「
金

田
一
探
偵
は
懐
中
電
灯
で
足
も
と
を
照
ら
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
、
注
意
ぶ

か
く
、
階
段
を
お
り
て
い
く
」（
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』）

「
あ
な
や
と
ば
か
り
に
由
利
先
生
は
、
ピ
ス
ト
ル
を
手
に
取
り
な
お
し
ま
し

た
が
、う
つ
か
り
撃
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」（
由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』）

↓
「
す
わ
と
ば
か
り
に
金
田
一
耕
助
は
、
ピ
ス
ト
ル
を
手
に
と
り
な
お
し
た

が
、
う
っ
か
り
撃
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』）

　

右
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
は
単
に
固
有
名
詞
を
入
れ
替
え
た
だ
け
の
改
稿
で
済

ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
金
田
一
の
言
動
に
興
味
深
い
変
化
が
見
ら
れ
る
箇
所

が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
は
主
に
探
偵
役
登
場
の
場
面
に
多
い
。
そ
の
例
を
左
に

示
す
。

　

ま
た
、
探
偵
の
登
場
場
面
で
は
大
き
な
変
化
が
も
う
一
つ
生
じ
て
い
る
。
読
者

が
初
め
て
目
に
す
る
由
利
先
生
及
び
金
田
一
の
外
見
的
印
象
の
描
写
で
あ
る
。
由

利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』
の
第
二
十
八
章
「
由
利
先
生
登
場
」
の
冒
頭
で
は
、

　

い
か
に
も
、
そ
れ
は
由
利
先
生
で
し
た
。
由
利
先
生
、
五
十
に
は
ま
だ
間

の
あ
る
年
ご
ろ
で
す
が
、
頭
髪
雪
の
ご
と
く
、
白
く
や
せ
ぎ
す
な
が
ら
、
鋭

い
眼
光
の
持
主
。
じ
つ
と
に
ら
め
ば
、
い
か
な
る
祕
密
も
見
と
お
さ
ず
に
は

お
か
ぬ
と
い
う
眼
差
し
で
す
が
、
に
つ
こ
り
笑
え
ば
、
幼
児
も
な
つ
こ
う
と

い
う
温
顏
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
田
一
版
で
は
、

　

い
か
に
も
そ
れ
は
金
田
一
耕
助
だ
っ
た
。
例
に
よ
っ
て
よ
れ
よ
れ
の
着
物

に
は
か
ま
す
が
た
で
、ス
ズ
メ
の
巣
の
よ
う
な
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
髪
の
毛
を
、

手
で
か
き
ま
わ
し
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
小
説
の
み
な
ら
ず
、
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
の
刊
行

年
の
二
年
前
（
一
九
七
六
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
、
市
川
崑
監
督
に
よ
る
金
田
一
耕

助
の
映
画
シ
リ
ー
ズ
（
注
５
）

で
主
演
男
優
に
も
演
じ
ら
れ
て
い
る
金
田
一
耕
助
の

象
徴
的
な
姿
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
面
で
こ
れ
ら
の
金
田
一
の
特
徴
を
描
写
す
る
の
は
少
々
不
自

然
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
金
田
一
の
頭
を
か
き
回
す
と
い
う
癖
は
、
彼
が
極
度

の
興
奮
状
態
に
陥
っ
た
時
に
発
動
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
金
田
一
が
さ
し

て
興
奮
す
る
と
も
思
え
な
い
こ
の
場
面
で
そ
の
癖
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。

こ
の
不
自
然
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
え
て
金
田
一
の
こ
の
よ
う
な
姿
を
読
者
に
見
せ

た
理
由
は
、
金
田
一
耕
助
の
象
徴
的
な
姿
を
登
場
場
面
で
強
調
す
る
こ
と
で
、
山

156 156 150 147

由
利
先
生
は
パ
イ
プ
に
火
を
つ

け
る
と
、

そ
う
だ
よ
。
ね
え
、
三
津
木
君

ふ
む
、
わ
し
も
決
心
し
た

お
は
い
り
。
三
津
木
俊
助
君

由
利
先
生
版
『
夜
光
怪
人
』

122 122 118 116

金
田
一
耕
助
は
ど
も
り
な
が
ら

い
う
と
、

そ
、
そ
う
だ
よ
。
ね
え
、
三
津

木
く
ん

あ
あ
、
ぼ
く
も
決
心
し
た

は
、
は
い
り
た
ま
え
。
三
津
木

俊
助
く
ん

金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
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村
は
読
者
に
「
こ
こ
に
登
場
し
た
の
は
金
田
一
耕
助
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
よ

り
強
く
印
象
付
け
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
由
利
先
生
物
を
金
田
一
物
に
改
稿
し
た
際
に
手
直
し
さ
れ
な
か
っ
た
部

分
で
も
不
自
然
な
点
が
あ
る
。
い
よ
い
よ
夜
光
怪
人
の
隠
れ
家
と
思
わ
れ
る
怪
し

げ
な
穴
に
潜
入
す
る
場
面
で
、
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
で
は
金
田
一
が
三
津
木

や
御
子
柴
少
年
に「
き
み
た
ち
、か
く
ご
は
い
い
だ
ろ
う
ね
」「
う
ん
、い
い
度
胸
だ
。

そ
れ
じ
ゃ
わ
た
し
に
つ
い
て
き
た
ま
え
」
と
確
認
を
取
っ
た
う
え
で
率
先
し
て
足

を
踏
み
入
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
行
動
力
は
、「
頼
り
な
く
」
運
動
音
痴
の
金
田

一
に
し
て
は
少
々
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
き
び
き
び
と
し
た
行
動
は
由
利

先
生
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
金
田
一
は
未
知
の
領
域
に
率
先
し
て
踏

み
込
む
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
。
後
に
続
く
二
人
の
勇
気
を
確
か
め
て
「
い
い
度

胸
だ
」
と
評
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
さ
ら
に
金
田
一
ら
し
く
な
い
。
金
田
一
か

ら
踏
み
込
む
と
し
て
も
こ
の
場
合
な
ら
飄
々
と
し
て
「
ひ
、
一
つ
中
に
入
っ
て
み

ま
し
ょ
う
か
」
く
ら
い
の
こ
と
を
言
い
そ
う
だ
が
、
こ
の
発
言
で
は
よ
く
「
頼
り

な
い
名
探
偵
」
と
評
さ
れ
る
金
田
一
が
、
正
に
由
利
先
生
の
よ
う
に
用
心
深
く
頼

り
が
い
の
あ
る
人
物
に
見
え
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
不
自
然
さ
は
あ
る
も
の
の
、
金
田
一
版
『
夜
光
怪
人
』
は

金
田
一
の
象
徴
的
な
言
動
を
印
象
的
に
織
り
込
む
こ
と
で
金
田
一
物
と
し
て
成
立

し
て
い
る
。
多
少
の
不
自
然
さ
を
覆
い
隠
す
ほ
ど
、
金
田
一
の
こ
の
描
写
は
強
烈

に
「
金
田
一
耕
助
」
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
金
田
一
の
右
の
描
写
を
挿

入
す
る
こ
と
で
他
の
由
利
先
生
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
で
も
『
夜
光
怪
人
』
の
よ
う
に

金
田
一
物
へ
の
翻
案
が
実
現
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

で
は
な
ぜ
『
夜
光
怪
人
』
が
数
あ
る
由
利
先
生
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
群
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

由
利
先
生
の
事
件
と
の
関
わ
り
方
の
特
徴
と
し
て
、
多
く
が
能
動
的
な
関
わ
り

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
事
件
の
記
事
を
読
み
、
あ

る
い
は
前
職
の
伝
で
事
件
の
概
要
を
聞
き
、
あ
る
い
は
由
利
先
生
の
助
手
的
役
割

を
担
う
三
津
木
俊
助
か
ら
相
談
を
受
け
て
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
事
件
に
の
み

途
中
参
加
し
て
謎
解
き
を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
由
利
先
生
の
一
つ
の
や
り
方
で

あ
る
。
よ
っ
て
事
件
と
の
関
わ
り
は
物
語
の
後
半
か
ら
と
い
う
こ
と
が
多
く
、
由

利
先
生
が
金
田
一
の
よ
う
に
初
期
か
ら
友
人
知
人
に
依
頼
さ
れ
て
事
件
に
関
わ
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

し
か
し
、『
夜
光
怪
人
』
で
の
由
利
先
生
は
御
子
柴
少
年
に
拝
み
倒
さ
れ
て
し

ぶ
し
ぶ
出
馬
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
由
利
先
生
の
登
場
直
後
、
目
と
鼻
の

先
で
ジ
ミ
ー
小
島
が
夜
光
怪
人
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
由
利
先

生
の
最
初
の
推
理
は
外
れ
、
ま
ん
ま
と
夜
光
怪
人
に
出
し
抜
か
れ
た
形
と
な
り
、

結
局
は
夜
光
怪
人
に
始
終
振
り
回
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
脇
役
で
は

あ
る
が
金
田
一
物
で
よ
く
描
か
れ
る
「
薄
汚
い
老
婆
」
が
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ

れ
、
場
面
の
不
気
味
さ
を
煽
る
と
い
う
演
出
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
へ
の
受

動
的
参
加
と
「
頼
り
に
な
ら
な
い
」
様
子
、「
老
婆
」
の
登
場
と
い
う
演
出
法
が

金
田
一
物
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
由
利
先
生
物
の
中
で
も
『
夜
光

怪
人
』
は
こ
れ
ら
の
一
致
に
よ
っ
て
、
金
田
一
物
へ
の
翻
案
が
容
易
な
作
品
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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金
田
一
耕
助
誕
生
に
つ
い
て

　

横
溝
正
史
が
金
田
一
耕
助
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
み
出
す
際
に
、
現
代
ミ

ス
テ
リ
ー
の
先
輩
探
偵
と
し
て
彼
は
ま
ず
由
利
先
生
を
意
識
し
た
は
ず
で
あ
る
。

両
者
は
現
代
と
い
う
時
代
設
定
、
ト
リ
ッ
ク
の
重
厚
さ
に
お
い
て
共
通
し
て
い

る
。
ま
た
、
作
品
の
一
部
で
は
由
利
先
生
物
の
『
真
珠
郎
』（
博
文
館
『
新
青
年
』

一
九
三
六
年
十
月
〜
三
七
年
二
月
）
の
よ
う
な
独
特
の
耽
美
的
な
世
界
観
、
探
偵

役
自
身
の
「
趣
味
的
」
な
探
偵
で
あ
る
と
い
う
性
格
も
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
作
品
全
体
の
雰
囲
気
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
由
利
先
生
に
は
無
い
要
素
を

金
田
一
耕
助
と
い
う
人
物
は
多
く
持
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
大
き
く
違
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
そ
の
性
格
で
あ
る
。

落
ち
着
き
が
あ
っ
て
真
面
目
な
紳
士
で
あ
る
由
利
先
生
と
、
ど
こ
か
ふ
ら
ふ
ら
と

し
て
い
て
頼
り
な
い
、く
た
び
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
金
田
一
で
は
正
反
対
だ
。
ま
た
、

由
利
先
生
は
探
偵
小
説
の
探
偵
役
と
し
て
は
、
事
件
へ
の
読
者
の
集
中
を
邪
魔
し

な
い
と
い
う
点
で
も
そ
の
警
察
関
係
者
か
ら
の
信
頼
度
も
推
理
力
も
申
し
分
な
い

人
物
で
あ
る
。
奇
抜
な
ト
リ
ッ
ク
の
難
解
な
事
件
を
由
利
先
生
が
真
面
目
に
解
い

て
い
く
の
が
由
利
先
生
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
横
溝
正
史
は
意
図
し
て
金
田

一
を
こ
の
由
利
先
生
と
は
正
反
対
の
性
格
に
作
り
上
げ
た
。
つ
ま
り
、
金
田
一
耕

助
と
は
当
初
は
作
家
・
横
溝
正
史
の
遊
び
心
が
作
っ
た
試
験
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

由
利
先
生
物
と
金
田
一
物
を
比
べ
た
時
、
探
偵
役
の
登
場
に
至
る
ま
で
の
ス

ト
ー
リ
ー
展
開
に
注
目
す
る
と
、
金
田
一
物
初
作
の
『
本
陣
殺
人
事
件
』（
光
文

社
『
宝
石
』
一
九
四
六
年
四
月
〜
十
二
月
）
は
明
ら
か
に
由
利
先
生
の
「
形
式
」

を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
由
利
先
生
物
で
は
、
事
件
の
前
半
は
主
に
助
手
役

で
あ
る
三
津
木
か
、
も
し
く
は
そ
の
他
事
件
関
係
者
達
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。

肝
心
の
由
利
先
生
は
物
語
の
後
半
以
降
に
登
場
し
、
登
場
し
て
か
ら
間
も
な
く
由

利
先
生
に
よ
る
謎
解
き
に
入
る
と
い
う
も
の
で
、
由
利
先
生
は
あ
く
ま
で
事
件
解

決
部
分
の
み
の
主
役
で
あ
る
。
そ
の
登
場
の
仕
方
も
相
談
を
受
け
て
三
津
木
に
同

行
す
る
と
い
う
形
で
事
件
の
渦
中
に
乗
り
込
む
場
合
と
、
新
聞
等
に
よ
り
事
件
に

興
味
を
持
ち
、
能
動
的
に
事
件
に
関
わ
る
と
い
う
場
合
の
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

大
別
さ
れ
る
。『
本
陣
殺
人
事
件
』
で
は
前
者
の
受
動
的
な
パ
タ
ー
ン
を
そ
の
ま

ま
採
用
し
て
い
る
。

　

金
田
一
シ
リ
ー
ズ
第
二
作
目
で
あ
る
『
獄
門
島
』（『
宝
石
』
一
九
四
七
年
一
月

〜
四
八
年
十
月
）
は
殺
人
に
使
わ
れ
た
ト
リ
ッ
ク
や
俳
句
を
使
っ
た
「
見
立
て
殺

人
」
と
い
う
斬
新
な
発
想
と
い
う
点
に
お
い
て
名
作
と
し
て
の
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
、
ま
た
『
本
陣
殺
人
事
件
』
に
比
べ
て
金
田
一
の
登
場
場
面
が
格
段
に
増

え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
金
田
一
の
探
偵
と
し
て
の
頼
り
な
さ
が
最
も

顕
著
に
表
れ
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
金
田
一
は
事
前
に
何
ら
か
の
事
件
が
起
こ
る

可
能
性
を
鬼
頭
千
万
太
の
遺
言
に
よ
っ
て
知
っ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
殺

人
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
探
偵
小
説
の
読
者
に
と
っ

て
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
話
が
始
ま
ら
な
い
の
だ
が
、
現
実
的
に
見
る
と
事
件
の
規

模
が
小
さ
く
、
事
件
被
害
者
の
数
が
少
な
い
短
編
作
品
な
ら
ば
と
も
か
く
、
長
編

作
品
で
は
主
人
公
と
し
て
あ
ま
り
に
情
け
な
さ
過
ぎ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
以
降
の
金



三
三

田
一
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
で
は
、
由
利
先
生
の
場
合
よ
り
も
少
し
早
め
の
主
人
公
の

登
場
と
い
う
形
に
収
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
金
田
一
の
個
性
的
な
性
格
・
外
見
に
も
由
利
先
生
の
間
接
的
な
（
反
作

用
と
し
て
の
）
影
響
を
見
出
せ
る
。
由
利
先
生
は
紳
士
的
で
落
ち
着
い
て
お
り
、

真
面
目
で
緻
密
な
推
理
を
す
る
と
い
う
、
正
統
派
の
探
偵
で
あ
る
。
こ
の
由
利
先

生
と
対
極
の
位
置
に
金
田
一
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
横
溝
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
え
る
時
は
、
当
然
既
に
存
在
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
が
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
過
去

作
品
の
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
由
利
先
生
と
い
う
既

存
の
探
偵
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
横
溝
は
金
田
一
耕
助
と
い
う
新
し
い
人
物
像
を

造
型
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
（
注
６
）。

　

さ
ら
に
作
者
が
『
本
陣
殺
人
事
件
』
や
『
獄
門
島
』
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
時

期
は
戦
時
中
で
あ
り
、
検
閲
の
厳
し
さ
か
ら
探
偵
小
説
の
執
筆
が
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
岡
山
県
に
疎
開
し
て
今
ま
で
に
無
い
地
方
の
風
土
に

触
れ
、
新
し
い
世
界
観
を
取
り
入
れ
た
探
偵
小
説
へ
の
創
作
意
欲
に
燃
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
実
際
に
横
溝
は
岡
山
県
や
瀬
戸
内
海
を
舞
台
と
し
た
本
格
探
偵
小
説

を
書
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
疎
開
を
決
意
し
た
と
後
に
語
っ
て
い
る
（
注

７
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
横
溝
の
中
で
抑
圧
感
と
冒
険
心
が
通
常
以
上
に
育
っ

て
い
て
も
何
ら
不
思
議
は
無
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
金
田
一
の
人
生
や
人
物
造
型
に
は
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
た
海
外

の
名
探
偵
に
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
＝
ホ
ー
ム
ズ
の
影
響

が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
初
期
の
ホ
ー
ム
ズ
が
薬
物
中
毒
者
で
あ
る
こ
と
や
、「
ぼ

く
の
特
殊
な
能
力
を
じ
っ
さ
い
に
発
揮
で
き
る
と
い
う
た
の
し
み
そ
の
も
の
が
、

ぼ
く
に
と
っ
て
は
こ
の
う
え
な
い
報
酬
な
ん
だ
」（
注
８
）

と
い
う
「
趣
味
的
探
偵
」

で
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
金
田
一
耕
助
と
共
通
す
る
。
探
偵
業
を
趣
味
的
に
営
ん
で

い
る
点
で
は
由
利
先
生
に
既
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
横
溝
の
長
年
憧
れ
て
い

た
名
探
偵
の
面
影
が
自
身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
横
溝
の
岡
山
県
へ
の
疎
開
は
金
田
一
が
こ
の
よ
う
な
独
特
な
性
格

に
な
っ
た
、
直
接
的
な
要
因
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
神
戸
で
の
都
市
暮
ら

し
し
か
知
ら
ず
に
育
っ
た
横
溝
が
、
突
然
地
方
の
小
さ
な
村
で
生
活
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
毎
日
が
新
鮮
な
驚
き
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
岡
田
村
で
の
生
活
か
ら
得
た
着
想
は
金
田
一
シ

リ
ー
ズ
成
功
の
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
閉
鎖
的
な
地
方
の
村
、
そ
こ
で
昔
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
古
い
因
習
や
迷
信
、
村
の
大
家
で
の
一
族
争
い
な
ど
と
い

う
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
に
当
時
の
日
本
か
ら
消
え
つ
つ
あ
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
妖

美
な
タ
ッ
チ
で
描
く
独
特
の
世
界
が
当
時
の
読
者
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
濃
厚
な
雰
囲
気
に
陰
惨
な
殺
人
事
件
を
投
入
す
る
と
、
小
説
全
体
の

空
気
が
重
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
。
仮
に
こ
こ
に
由
利
先
生
が
探
偵
役
と
し
て
登

場
し
た
と
す
る
と
、
人
間
の
本
性
の
お
ぞ
ま
し
さ
に
目
を
覆
う
よ
う
な
悲
劇
は
、

一
片
の
救
い
も
無
い
ま
ま
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
探
偵
が
由
利
先
生

で
は
真
面
目
で
真
剣
す
ぎ
て
、
読
者
は
事
件
の
悲
劇
性
を
直
接
的
に
受
け
止
め
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
金
田
一
の
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
発
言
や
ど
こ
か
人
の
肩
の

力
を
抜
け
さ
せ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
こ
そ
、『
八
つ
墓
村
』（『
新
青
年
』

一
九
四
九
年
三
月
〜
五
〇
年
三
月
、『
宝
石
』一
九
五
〇
年
十
一
月
〜
五
一
年
一
月
）



三
四

や
『
悪
魔
の
手
毬
唄
』（『
宝
石
』
一
九
五
八
年
七
月
〜
五
九
年
一
月
）
の
よ
う
に

陰
惨
な
事
件
を
描
き
切
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
服
装
に
関
し
て
も
、『
八
つ
墓
村
』

や
『
犬
神
家
の
一
族
』
の
舞
台
に
は
紳
士
的
な
洋
装
の
由
利
先
生
よ
り
も
よ
れ
よ

れ
姿
の
和
服
の
金
田
一
の
方
が
調
和
す
る
の
で
あ
る
（
注
９
）。

お
わ
り
に

　

金
田
一
耕
助
の
最
大
の
特
徴
は
そ
の
個
性
的
な
外
見
及
び
一
風
変
わ
っ
た
癖
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
極
め
て
印
象
深
い
も
の
で
あ
り
、
読
者
は
こ
の
特
徴
的
な
姿
を

強
く
脳
裏
に
焼
き
つ
け
る
。
そ
れ
は
金
田
一
の
魅
力
で
あ
る
と
同
時
に
金
田
一
の

存
在
を
示
す
大
き
な
目
印
で
も
あ
り
、「
金
田
一
耕
助
」
の
名
前
と
こ
れ
ら
の
描

写
が
あ
る
こ
と
で
、
読
者
は
作
品
全
体
を
金
田
一
物
と
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
。

横
溝
ミ
ス
テ
リ
ー
の
骨
子
は
既
に
由
利
先
生
物
で
完
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
岡

山
県
へ
の
疎
開
経
験
か
ら
得
た
、
地
方
寒
村
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
毒
々
し
い

世
界
観
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
由
利
先
生
と
は
違
う
要
素
を
持
た
せ
ら
れ
た
主

人
公
金
田
一
像
が
調
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
田
一
シ
リ
ー
ズ
が
成
立
し
、
横

溝
ミ
ス
テ
リ
ー
は
更
な
る
発
展
を
遂
げ
た
と
言
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
金
田
一
の
印
象
的
な
外
見
や
癖
の
描
写
を
織
り
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
金
田
一
耕
助
像
を
由
利
先
生
シ
リ
ー
ズ
に
代
入
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
由
利

先
生
物
は
『
夜
光
怪
人
』
の
よ
う
に
、
金
田
一
物
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
可
能
性

を
十
分
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
１　

由
利
先
生
シ
リ
ー
ズ
と
は
一
九
三
六
年
（『
石
膏
美
人
』）
か
ら
一
九
五
〇

年
（『
カ
ル
メ
ン
の
死
』
ま
で
執
筆
さ
れ
た
横
溝
正
史
の
現
代
ミ
ス
テ
リ
ー

シ
リ
ー
ズ
の
こ
と
で
あ
る
（
由
利
先
生
が
登
場
す
る
作
品
に
限
定
）。
由
利

先
生
の
登
場
作
品
は
中
絶
作
品
も
含
め
て
三
十
三
作
。『
蝶
々
殺
人
事
件
』

（
一
九
四
六
年
）
か
ら
は
金
田
一
シ
リ
ー
ズ
と
同
時
進
行
で
執
筆
さ
れ
た
。

　

２　

ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）
に
て
『
夜
光
怪
人
』
と
し
て
一
九
七
六

年
に
発
刊
。
著
者
・
横
溝
正
史
、
編
集
構
成
・
山
村
正
夫
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
翌
年
、
角
川
文
庫
で
も
出
版
。

　

３　
『
夜
光
怪
人
』（
横
溝
正
史
著　

一
九
五
〇
年
刊　

偕
成
社
）
一
四
頁
。
以

下
引
用
は
本
書
に
よ
る
。

　

４　
『
夜
光
怪
人
』（
横
溝
正
史
著　

初
版　

一
九
七
七
年
刊　

角
川
書
店
）

一
二
頁
。
著
者
は
「
横
溝
正
史
」
と
さ
れ
て
お
り
、
山
村
正
夫
は
「
あ
と
が

き
」
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
編
者
と
し
て
は
名
を
記
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下

引
用
は
本
書
に
よ
る
。

　

５　

一
九
七
六
年
公
開
「
犬
神
家
の
一
族
」
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
同
作
リ
メ
イ

ク
ま
で
監
督
・
市
川
崑
、
金
田
一
耕
助
役
・
石
坂
浩
二
で
制
作
さ
れ
た
映
画

シ
リ
ー
ズ
。「
悪
魔
の
手
毬
唄
」（
一
九
七
七
年
公
開
）「
獄
門
島
」（
同
年
公

開
）「
病
院
坂
の
首
縊
り
の
家
」（
一
九
七
九
年
公
開
）
が
あ
る
。

　

６　

由
利
先
生
物
は
金
田
一
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
横
溝
正
史
の
名
が
全
国
的
に
知

ら
れ
た
現
在
も
い
ま
だ
知
名
度
が
低
く
、
シ
リ
ー
ズ
作
品
に
は
絶
版
状
態
の

も
の
も
多
く
あ
る
。
由
利
先
生
物
は
金
田
一
耕
助
物
の
母
体
と
し
て
も
っ
と

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。



三
五

　

７　
『
横
溝
正
史
自
伝
的
随
筆
集
』（
横
溝
正
史
著　

二
〇
〇
二
年
刊　

角
川
書

店
）
収
録　

エ
ッ
セ
イ
「
わ
が
小
説―

「
獄
門
島
」」
よ
り

　

８　
『
四
つ
の
署
名
』
一
八
九
〇
年
刊
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
＝
ホ
ー
ム
ズ
全
集
２

　

コ
ナ
ン
＝
ド
イ
ル
著　

一
九
八
三
年
刊　

偕
成
社
）　

一
〇
頁

　

９　

私
見
に
よ
れ
ば
、
戦
争
に
よ
っ
て
探
偵
小
説
を
思
う
ま
ま
に
書
け
な
か
っ

た
期
間
中
に
、
横
溝
の
中
で
は
ま
ず
「
閉
ざ
さ
れ
た
村
」「
言
い
伝
え
」「
一

族
」「
老
婆
」
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
先
に
出
来
上
が
り
、
金
田
一
の
人
物
像

は
そ
こ
に
後
か
ら
当
て
は
め
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら

が
融
合
し
て
形
と
な
っ
た
作
品
が
『
本
陣
殺
人
事
件
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
き
む
ら　

ゆ
か
／
二
〇
〇
八
年
度
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
卒
業
）




